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前立腺とは…

前立腺は男性に特有の臓器です。通常はくるみ大

で重さが15グラムの小さな臓器です。膀胱の下方、

直腸の前方にあり尿の通り道である尿道の周りを

取り囲んでいます。

前
立
腺
が
ん
の
検
査
に
は
い
ろ
い

ろ
な
検
査
が
あ
り
ま
す
。

主
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
直
腸
の

中
に
指
を
入
れ
て
前
立
腺
を
触
診
し

た
り
、
超
音
波
の
機
械
を
直
腸
に
入

れ
て
前
立
腺
の
状
態
を
調
べ
る
検
査

を
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
Ｃ
Ｔ

撮
影
や
骨
の
量
を
測
定
す
る
な
ど
し

て
調
べ
ま
す
。

検
査
の
中
で
も
特
に
簡
単
に
で
き

る
の
が
血
液
中
の
前
立
腺
特
異
抗
原

（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
の
測
定
に
よ
っ
て
調
べ
る

方
法
で
、
平
成
15
年
度
の
夏
の
ミ
ニ

ド
ッ
ク
か
ら
瀬
棚
町
で
は
血
液
検
査

で
前
立
腺
が
ん
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

ＰＳＡとは…

ＰＳＡとは前立腺で作られ精液内

に分泌される蛋白です。前立腺が

ん細胞や前立腺肥大症のときに

も、血中濃度が上昇します。ＰＳ

Ａは最も精度の高い検査でがんの

90％は発見できます。

前
立
腺
が
ん
の

検
査
法
は
？

欧
米
で
は
前
立
腺
が
ん
が
非
常
に

多
く
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

日
本
で
は
高
齢
化
、
食
生
活
の
変

化
な
ど
欧
米
化
の
影
響
も
あ
っ
て
か

最
近
、
前
立
腺
が
ん
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。（
天
皇
陛
下
や
先
日
亡

く
な
っ
た
深
作
欣
二
監
督
も
こ
の
病

気
で
し
た
）
し
か
し
、
早
期
の
前
立

腺
が
ん
は
自
覚
症
状
が
無
い
た
め
か

発
見
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

泌
尿
器
科
外
来
で
発
見
さ
れ
る

40
％
は
す
で
に
ほ
か
の
臓
器
に
転
移

が
見
つ
か
っ
て
い
る
状
況
で
、
早
期

発
見
す
る
に
は
検
診
が
一
番
で
す
。

検
診
で
は
90
％
が
転
移
す
る
前
に

発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ

ん
も
早
期
検
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
覚
症
状
の
な
い

前
立
腺
が
ん

前
立
腺
が
ん

平
成
15
年
か
ら
ミ
ニ
ド
ッ
ク
で
も
検
査
で
き
ま
す
!!
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瀬棚町国保医科診療所
外 来 患 者 診 療 状 況

2002年11月分（単位：人）

※上記人数には訪問・往診の数も含まれております。

【担当：国保医科診療所事務係長　上野宏行】

2481921145延人数

計老人一般社保国保入院患者

2,28676757887575合計　

48322716N30

1124233334金29

72232524木28

1516465031水27

78432213火26

1182715337月25

11H24

11N23

1253655331金22

61103516木21

1295474424水20

804511519火19

1343156038月18

H17

431N16

1022625024金15

812014218木14

1285523734水13

733812311火12

1002643931月11

1082H10

1163764429N9

1134214525金8

71183320木7

1434945931水6

1004133224火5

5221I4

211H3

3111N2

1253335138金1

計老人一般社保国保曜日日

+

このような症状がある方は
検診を受けてください!!

zおしっこが出にくい

xトイレの回数が多くなった。

cおしっこをしたあとすっきりしない。

v下腹部に不快感がある。

しかし、がんの大きさが尿道を圧迫するほど増大していなければ、無

症状のことが多くあります。50歳を過ぎたらぜひ、一度検診を受けて

みてください。また、上記のような症状がある方で最近、肥大症と自

己判断して薬局で漢方薬を買う方が増えているようです。肥大症の症

状でも同時にがんが隠れていることも少なくありません。このような

症状があらわれたらすぐに泌尿器科医を受診しましょう。

【担当：保健福祉課保健推進係　高橋牧子】

50歳から増加

グラフで分かるとおり、50

歳頃から死亡者が出はじめ、

70～80歳代ではそうとうな

数にのぼります。
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